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森田公一・教授 
WHO 研究協力センター長 
（熱帯・新興感染症に関する研究） 

 
世界保健機関 

森田公一・教授 Focal Point for GOARN Partner Agency 世界保健機関 

森田公一・教授 長崎県エボラ出血熱対策委員会委員 長崎県 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

森田公一・教授 文部科学省 代表 新興再興感染症研究拠点形成プログラム 
ベトナムにおける新興再興感染症臨床疫学

研究拠点 

森田公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金地球規模保健課

題推進研究事業（国際医学協力研究事業） 
ウイルス感染症の診断、疫学および予防に関

する研究 

森田公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエ

ンザ等新興・再興感染症研究事業） 
我が国への侵入が危惧される蚊媒介性ウイ

ルス感染症に対する総合的対策の確立に関

する研究 

森田公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエ

ンザ等新興・再興感染症研究事業） 
SFTS の制圧に向けた総合的研究 

森田公一・教授 ヤクルト 代表 研究補助金  
デングウイルス受容体の同定 

Moi Meng Ling 
・准教授 

公益財団法人 
万有生命科学振興国際交流財団 

代表 マーモセットを用いたデングワクチン開

発・実用化のためのモデル動物の構築 

Moi Meng Ling 
・准教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエ

ンザ等新興・再興感染症研究事業） 
我が国への侵入が危惧される蚊媒介性ウイ

ルス感染症に対する総合的対策の確立に関

する研究 

Moi Meng Ling 
・准教授 

独立行政法人科学技術振興機構 代表 e-ASIA 共同研究プログラム 
ミャンマーで流行している乳幼児~大人及び

重症デングにおける遺伝子の多様性解析 

早坂大輔 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究(B) （海外学術調査） 
ケニア共和国におけるマダニ媒介感染症の

疫学調査 

早坂大輔 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
マウスモデルを用いたウイルス感染病態の

分子イメージングダイナミクス解析 



 

 3 

早坂大輔 
・准教授 

日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
マダニゲノム中に潜む内在性ウイルス遺伝
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